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はじめに：背景説明①

• 現代の標準フランス語における名詞の単数、複数

- 話し言葉と書き言葉の乖離：

大多数の名詞について綴り上の区別は存在するが音声的には単複同形

→ 話し言葉では付加される冠詞によって単複の区別

Martinet (1960 : 161)

Ex ) pomme f. 「りんご」

sg. pomme

[pɔm] 
vs

pl. pommes

[pɔm]
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はじめに：背景説明②
• フランスの方言における単複の研究I

- Bouvier (2003)：

ドローム県の方言における音声変化を分析した研究

同地域の方言における名詞・形容詞の単複の区別を副次的に扱う

現代の標準フランス語と異なる単複の区別の可能性

→ 語末の母音の音色の違いによって単複を区別

Ex ) petit adj. 「小さい」

⇒方言では現代の標準フランス語と異なる単複の区別が見られる可能性

＝ 方言における名詞の単複の区別を扱う意義

m. sg. petit

[pəte] 
vs

m. pl. petits

[pəti]
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はじめに：背景説明③
• フランスの方言における単複の研究II

- Tuaillon (1971)：

フランス全土とその周辺地域の方言における男性名詞cheval「馬」の
単複の区別を言語地図を用いて分析した研究

・ 北仏では類推（アナロジー）により単複同形の地点が多く見られる

Ex ) cheval m. 「馬」

・ 南仏では類推が起こらず単複異形の地点が多く見られる

Ex ) cheval m. 「馬」

⇒ cheval以外の語の単複を扱うという点に本研究の新規性

sg. [ʃfal] pl. [ʃfo] sg. [ʃfo] pl. [ʃfo]vs vs⇒

sg. [ʦabal] pl. [ʦabals]vs
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はじめに：背景説明④

• フランコプロヴァンス語とはI

- 地理的範囲：

・ フランス、スイス、イタリアの

3か国にまたがる地域

・ 北はオイル語地域、南はオック語

地域と接する

・ イタリア南部に飛び地（ファエート、

チェッレ・ディ・サン・ヴィート）が

存在

※本研究では飛び地は扱わない

Bert et al. (2007 : 16-17)

Tuaillon (2007 : 12)

オイル語

オック語

フランコプロヴァンス語
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はじめに：背景説明⑤
• フランコプロヴァンス語とはII

- 大きな多様性

←言語の規範を設ける力を持つような地域の中心の不在

⇒ ・ 小さな地域範囲内での局地的な言語変化

・ 長い間規範的な正書法が存在せず

Bert et al. (2009 : 18, 363)

※ 現在フランコプロヴァンス語版WikipediaではStich(2000)によるOrthographe de 
Référnce B（ORB）が使用されている
（https://frp.wikipedia.org/wiki/Vouiquip%C3%A8dia:Re%C3%A7ua_princip%C3%A2la）
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はじめに：背景説明⑥
• フランコプロヴァンス語の特徴

- 語末の無強勢母音（[a] [i] [e] [o] [ɔ]̃）が保存

⇔オイル語：

9世紀以降に語末の無強勢母音は[ə]となり

その後無音化

→ フランコプロヴァンス語では語末の無強勢母音の音色の違いによって

性、数、動詞の人称を区別

Ex ) フランコプロヴァンス語地域内の

ある地点におけるvache f. 「雌牛」の単複の区別

Tuaillon (2007 : 17, 38)

⇒フランコプロヴァンス語の名詞の単複の区別を扱う意義

sg. [vaʦi] pl. [vaʦe]vs
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リサーチクエスチョン
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リサーチクエスチョンA

ラテン語の第1曲用の女性名詞を語源に持つ語について19世紀末
から20世紀初頭にかけてのフランコプロヴァンス語地域では単複異
形である地点はどこで見られたのか？

リサーチクエスチョンB

それらの単複異形である地点ではどのような語末無強勢母音の音
色の対立によって単複の区別を行っていたのか？

※「ラテン語の第1曲用の女性名詞を語源に持つ語」という語の限定

＝ 分析の際に対照しやすくするため

「19世紀末から20世紀初頭」という期間の限定

＝ 本研究で分析に使用した方言データが採取された期間



分析方法：分析対象のデータ
• 「フランス言語地図」Atlas linguistique de la France (以下ALF)

Gilliéron (1902 : 3-4, 7, 24-55)

インターネットから参照可（http://lig-tdcge.imag.fr/cartodialect5/#/）

著者
Jules Gilliéron, 

Edmond Edmont

地域
コルシカ島を除くヨーロッパのフランス全土と

その周辺のロマンス語圏
（スイス、イタリア、ベルギー含む）

地点数 638地点

調査時期 1897∼1901

地図の枚数 1920枚
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分析方法：分析対象の語と地図

• ラテン語の第1曲用の女性名詞を語源に持つ2つの女性名詞

- 分析対象の語を選択した際の3つの条件

1枚の言語地図で単数形、複数形双方の語形を確認できる

ラテン語の第1曲用の女性名詞を語源に持つ

分析対象の地点における全ての語形が同一の語を語源に持つ

研究対象の語 ALF上の地図

oreille f. 「耳」（< lat.  AURICULA f. 1. 「耳」）
ALF 0946 oreille ; 

oreilles

vache f. 「雌牛」（lat. VACCA f. 1. 「雌牛」）
ALF 1349 vache ; 

(garder) les vaches
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分析方法：分析対象の地点
• 分析対象の地点

- ALF上のフランコプロヴァンス語

地域内の地点76地点

- ALF上のフランコプロヴァンス語

地域に隣接する地点27地点

（内訳：オイル語地域の14地点

＋ オック語地域の13地点）

→ 合計103地点

※ project SYMILA （http://symila.univ-tlse2.fr）を参考に境界画定

フランコプロヴァンス語

オイル語

オック語
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分析方法：具体的な手法①
• 分析対象の地図を1枚ごとに分析

- 各地点の単数形、複数形それぞれの語末無強勢母音の音色ごとに分類

- 地図上で確認される各形態と以下の3つの観点から分類方法を考案

1. ラテン語の第1活用の女性名詞を語源に持つフランコプロヴァンス語の
名詞の基本的な単複の区別

・単数形 … 語基の末尾の子音が口蓋化しない場合： [‐a]

ex ) lat. FEMINA > [fɛna] f.「女性」

… 語基の末尾の子音が口蓋化する場合：[‐i]

ex ) lat. VACCA > [vatsi] f.「雌牛」

・ 複数形 ： 語基の末尾の子音の口蓋化の有無に関わらず[‐e]

Tuaillon (2007 : 16-17, 120) 13



分析方法：具体的な手法②
2. 単数形の語末の無強勢母音の弱化の可能性

lat. sg. -A [‐a] > fpr. [‐a / ‐i] > [‐ə] > ‐φ

Tuaillon (2007 : 120-121), Duraffour (1932 : 210)

3. 複数形の語末の無強勢母音の弱化の可能性

lat. pl. -AS [‐as] > fpr. [‐e] > [‐ə] > ‐φ

Tuaillon (2007 : 16), Duraffour (1932 : 22)

⇒単数形の語末の無強勢母音として[-a / -i], [-ə], -φの3通り

複数形の語末の無強勢母音として[-e], [-ə], -φの3通り

→ 3×3 = 9通りの組み合わせから分類を考案
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分析方法：具体的な手法③
- 以下の考案した分類方法に則って地点を分類し地図化した後分布を分析

▼の分類は単複異形の地点、●の分類は単複同形の地点

※ 上記の分類以外のものは地点数が少ないため「その他」に分類

sg. ‐φ pl. [-ə]の地点は1地点のみであるため「その他」に分類

sg. [‐ə] pl. ‐φの地点は存在せず

母音の強弱・長短は分類に関与しない

音声的類似から[‐ɛ] [‐e̜]は[‐e]、[‐a̱] [-ɑ]は[‐a]、[‐ɔ]は[‐o]として分類した

語中の要素が単複の区別に関与する可能性のある地点は「その他の区別」に分類

単数形、複数形のどちらかが欠如している地点は「形態の欠如」に分類
15

単数形
‐a /‐i ‐ə ‐φ

複
数
形

‐e

▼
sg. [‐a]/[‐i]

pl. [‐e]

▼
sg. [‐ə]/‐φ

pl. [‐e]

‐ə ▼
sg. [‐a]/[‐i]

pl. [‐ə]/‐φ

●
sg. = pl. [‐ə]

‐φ
●

sg. = pl. ‐φ

⇒地図上では左記の組み合わせ
の分類の他に以下のような組み
合わせが見られたため個別に分
類を立てた
●：sg. = pl. [‐e]

▼：sg. [‐e] pl. [‐ə]

▼：sg. [‐o] pl. [‐a]



分析結果：リサーチクエスチョンへの答え

リサーチクエスチョンAへの答え

ラテン語の第1曲用の女性名詞を語源に持つ語について19世紀末
から20世紀初頭にかけてのフランコプロヴァンス語地域の北東部
から南西部にかけて単複異形である地点が見られた

リサーチクエスチョンBへの答え

北東部では単数形[‐ə]/‐φ複数形[‐e]である傾向

南西部では単数形[‐a]/[‐i] 複数形[‐ə]/‐φである傾向
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分析結果：リサーチクエスチョンAについて
• 単複異形の地点が主に北東部から南西部にかけて確認される

▼：単複異形（色による詳細の分類は非表示）

oreille vache
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分析結果：リサーチクエスチョンBについて
• 単数形[‐ə]/‐φ 複数形[‐e]の地点が北東部

単数形[‐a]/[‐i] 複数形[‐ə]/‐φの地点が南西部で確認

▼：sg. [‐ə]/‐φ pl. [‐e] ▼：sg. [‐a]/[‐i] pl. [‐ə]/‐φ

oreille vache
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その他の議論：Bec (1971)の北部方言との関連
• 単数形[‐ə]/‐φ 複数形[‐e]のフランコプロヴァンス語地域北東部：

Bec (1971)のフランコプロヴァンス語の北部方言の区部に関連する可能性

- 北部方言地域：西のジュラ山脈と東のゲルマン語地域に挟まれた非常に
孤立した地域

Bec (1971 :362)

oreille vache

▼：sg. [‐ə]/‐φ pl. [‐e] 19



その他の議論：単複同形の地点の広がり①
• 単複同形の地点が主に北部～北西部と南東部で確認された

●：単複同形（色による詳細の分類は非表示）

oreille vache
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その他の議論：単複同形の地点の広がり②
• 南東部から北部～北西部に向かって語末の無強勢母音が弱化に向かう分布

：[‐e] → [‐ə] → ‐φ

oreille vache

●：sg. = pl. ‐φ ●：sg. = pl. [‐ə] ●：sg. = pl. [‐e] 21

‐φ

‐ə

‐e
‐e

‐ə

‐φ



その他の議論：言語区分の境界線との関連①
• フランコプロヴァンス語とオイル語・オック語との境界との関連

- オイル語との境界周辺：単複共に-φの地点＝オイル語的特徴

Tuaillon (2007 :17)

oreille vache

●：sg. = pl. ‐φ 22



その他の議論：言語区分の境界線との関連②
- フランコプロヴァンス語とオック語の境界からオック語地域側：

- 単数形[‐o] 複数形[‐a]の地点＝オック語的特徴

Tuaillon (2007 : 66)

oreille vache

▼：sg. [‐o] pl. [‐a] 23



結論①
• リサーチクエスチョンに対する答え

A. ラテン語の第1曲用の女性名詞を語源に持つ語について19世紀末
から20世紀初頭にかけてのフランコプロヴァンス語地域の北東部
から南西部にかけて単複異形である地点が見られた

B. 北東部では単数形[-ə]/-φ複数形[-e]の地点が見られる傾向

南西部では単数形[-a]/[-i]複数形[-ə]/-φの地点が見られる傾向
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結論②
• まとめ

- Bec (1971)の北部方言の区分と単数形[‐ə]/‐φ複数形[‐e]の地域の関連

- 単複同形の地点は北部～北西部と南東部で見られる傾向

→ 南東部から北部～北東部に向かって語末の無強勢母音が弱化

- フランコプロヴァンス語・オイル語・オック語の言語区分の境界
との関連

• 今後の課題

- ラテン語の他の曲用の名詞を語源に持つ名詞の形態音韻論的分析

- 地域別言語地図を用いた形態音韻論的分析

- 統語的・意味的観点からの分析
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